
         

タ

イ

ト

ル

「

一

本

足

り

な

い

線

の

た

め

に

」

 

          



 

1 

 

登

場

人

物

表

 

 

山

田

未

里

（

１

７

）

高

校

２

年

生

。

 

 

笹

本

樹

理

亜

（

１

７

）

未

里

の

同

級

生

。

 

 

山

田

敏

夫

（

５

０

）

未

里

の

父

 

 

山

田

涼

子

（

５

０

）

未

里

の

母

 

 

山

田

俊

（

１

０

）

未

里

の

弟

 

 

男

子

生

徒

Ａ

 

 

男

子

生

徒

Ｂ

 

 

女

子

生

徒

Ａ

 

 

女

子

生

徒

Ｂ

 

 

中

年

男

性

 

         



 

2 

 

〇

高

校

・

校

門

・

外

（

夕

）

 

 
 

 

ご

く

普

通

の

校

舎

。

生

徒

ら

が

校

門

か

ら

出

て

く

る

。

 

 

〇

同

・

屋

上

（

夕

）
 

 
 

 

地

面

に

置

い

て

あ

る

ス

マ

ホ

か

ら

軽

快

な

音

楽

が

流

れ

て

い

る

。

制

服

姿

の

笹

本

樹

理

亜

（

１

７

）

が

音

楽

に

合

わ

せ

て

歌

い

な

が

ら

踊

っ

て

い

る

。

樹

理

亜

の

正

面

、

制

服

姿

の

山

田

未

里

（

１

７

）

が

ビ

デ

オ

カ

メ

ラ

を

手

に

、

樹

理

亜

を

撮

影

し

て

い

る

。

 

 

〇

同

・

校

庭

（

夕

）

 

 
 

 

気

だ

る

そ

う

に

ジ

ョ

ギ

ン

グ

し

て

い

る

男

子

生

徒

Ａ

・

Ｂ

。

そ

の

他

数

名

の

生

徒

。

 

男

子

生

徒

Ａ

「

走

り

込

み

ダ

ル

ー

」

 

顔

を

上

げ

て

汗

を

拭

う

男

子

生

徒

Ａ

。

 

男

子

生

徒

Ｂ

「

早

く

ボ

ー

ル

蹴

り

て

え

」

 

男

子

生

徒

Ａ

「

な

あ

、

お

い

」

 

 
 

 

男

子

生

徒

Ａ

が

男

子

生

徒

Ｂ

を

小

突

く

。

 



 

3 

 

男

子

生

徒

Ｂ

「

あ

？

」

 

男

子

生

徒

Ａ

「

ア

レ

、

見

え

そ

う

じ

ゃ

ね

？

」

 

 
 

 

男

子

生

徒

Ａ

が

屋

上

を

指

さ

す

。

つ

ら

れ

て

顔

を

上

げ

る

男

子

生

徒

Ｂ

。

屋

上

で

踊

る

樹

理

亜

。

ス

カ

ー

ト

か

ら

太

も

も

の

あ

た

り

が

フ

ェ

ン

ス

越

し

に

見

切

れ

て

い

る

。

 

男

子

生

徒

Ｂ

「

う

わ

。

マ

ジ

で

。

ア

レ

樹

理

亜

ち

ゃ

 

ん

だ

ろ

？

い

つ

も

屋

上

で

練

習

し

て

る

も

ん

な

。

 

あ

の

、

ほ

ら

、

ア

イ

ツ

と

一

緒

に

」

 

男

子

生

徒

Ａ

「

山

田

だ

ろ

？

」

 

男

子

生

徒

Ｂ

「

そ

う

そ

う

。

謎

だ

よ

な

」

 

男

子

生

徒

Ａ

「

樹

理

亜

ち

ゃ

ん

じ

ゃ

な

く

て

山

田

の

パ

ン

ツ

だ

っ

た

り

し

て

」

 

男

子

生

徒

Ｂ

「

う

わ

、

や

め

ろ

よ

。

萎

え

る

だ

ろ

」

 

 
 

 

顔

を

し

か

め

る

男

子

生

徒

Ｂ

。

 

男

子

生

徒

Ａ

「

ア

イ

ツ

、

目

開

け

て

ん

の

か

、

つ

ぶ

っ

て

ん

の

か

わ

か

ん

な

く

ね

」

 

男

子

生

徒

Ｂ

「

そ

れ

な

」

 

 

〇

同

・

屋

上

（

夕

）

 



 

4 

 

 
 

 

未

里

と

樹

理

亜

が

簡

易

テ

ー

ブ

ル

に

向

か

い

 

合

っ

て

座

る

。

水

を

飲

む

樹

理

亜

。

向

い

で

ビ

デ

オ

カ

メ

ラ

を

再

生

し

て

い

る

未

里

。

 

樹

理

亜

「

ど

う

だ

っ

た

？

」

 

未

里

「

・

・

・

う

ん

。

良

く

な

っ

て

る

と

思

う

」

 

樹

里

亜

「

ほ

ん

と

？

」
 

未

里

「

あ

、

で

も

、

２

番

の

サ

ビ

辺

り

で

ち

ょ

っ

と

ス

タ

ミ

ナ

切

れ

て

る

感

が

あ

る

か

も

」

 

 
 

 

ビ

デ

オ

カ

メ

ラ

の

映

像

を

早

送

り

す

る

未

里

。

 

 
 

 

未

里

の

様

子

を

見

つ

め

る

樹

理

亜

。

 

樹

理

亜

「

未

里

、

い

つ

も

あ

り

が

と

う

」

 

未

里

「

何

よ

急

に

」

 

 
 

 

手

を

止

め

て

顔

を

上

げ

る

未

里

。

 

樹

里

亜

「

中

学

の

時

、

未

里

に

こ

の

夢

を

打

ち

明

け

て

良

か

っ

た

な

っ

て

思

っ

て

」

 

 
 

 

樹

理

亜

の

笑

顔

が

夕

日

に

照

ら

さ

れ

て

輝

く

。

 

未

里

「

当

た

り

前

で

し

ょ

。

未

里

の

夢

を

一

番

に

応

援

し

て

る

の

は

私

な

ん

だ

か

ら

」

 

 
 

 

逆

光

で

暗

く

か

げ

っ

た

未

里

の

顔

。

 

樹

理

亜

「

あ

ー

あ

、

今

年

も

可

愛

く

て

有

望

な

子

が
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沢

山

参

加

す

る

ん

だ

ろ

う

な

」

 

未

里

「

学

祭

の

ミ

ス

が

何

言

っ

て

ん

の

」

 

樹

里

亜

「

規

模

が

違

い

過

ぎ

る

よ

」

 

未

里

「

そ

ん

な

こ

と

よ

り

、

エ

ン

ト

リ

ー

シ

ー

ト

書

い

た

？

書

類

選

考

の

締

め

切

り

来

週

だ

よ

」

 

樹

理

亜

「

ま

だ

書

い

て

な

い

！

持

っ

て

き

た

か

ら

一

緒

に

考

え

て

。

未

里

み

た

い

に

文

才

無

い

し

」

 

 
 

 

鞄

か

ら

プ

リ

ン

ト

を

取

り

出

す

樹

理

亜

。

『

 

タ

レ

ン

ト

発

掘

オ

ー

デ

ィ

シ

ョ

ン

』

の

表

題

。

 

 

〇

道

・

駅

前

（

夕

）

 

 
 

 

未

里

と

樹

理

亜

が

歩

い

て

い

る

。

 

未

里

「

そ

う

だ

。

樹

理

亜

、

一

昨

日

の

写

真

、

イ

ン

ス

タ

に

上

げ

た

で

し

ょ

」

 

樹

理

亜

「

パ

フ

ェ

食

べ

に

行

っ

た

時

の

ヤ

ツ

？

」

 

未

里

「

載

せ

る

な

ら

、

私

だ

け

切

り

取

る

か

モ

ザ

イ

ク

か

け

て

っ

て

言

っ

た

じ

ゃ

ん

」

 

樹

理

亜

「

え

ー

良

い

じ

ゃ

ん

。

可

愛

く

撮

れ

て

た

よ

」

 

未

里

「

そ

り

ゃ

樹

理

亜

は

可

愛

い

け

ど

・

・

・

」

 

樹

理

亜

「

あ

、

電

車

来

ち

ゃ

っ

た

。

ま

た

明

日

ね

！

」

 



 

6 

 

 
 

 

小

走

り

で

改

札

を

抜

け

て

い

く

樹

理

亜

。

 

 
 

 

樹

里

亜

の

背

中

を

見

つ

め

る

未

里

。

 

 

〇

電

車

・

中

（

夕

）

 

 
 

 

未

里

が

シ

ー

ト

の

端

に

座

っ

て

い

る

。

ビ

デ

オ

カ

メ

ラ

を

取

り

出

し

、

屋

上

で

の

ダ

ン

ス

映

像

を

再

生

す

る

。
 

 
 

 

映

像

の

中

、

樹

理

亜

が

ク

ル

っ

と

一

回

転

し

、

 

 
 

 

ス

カ

ー

ト

が

な

び

く

。

『

一

時

停

止

』

ボ

タ

ン

を

押

す

未

里

。

 

未

里

「（

小

声

で

）

良

い

じ

ゃ

ん

」

 

 
 

 

映

像

の

中

、

樹

理

亜

の

ス

カ

ー

ト

か

ら

、

僅

か

に

パ

ン

ツ

が

見

え

て

い

る

。

ス

マ

ホ

を

取

り

出

す

未

里

。

 

 

〇

ア

パ

ー

ト

の

一

室

・

中

（

夕

）

 

 
 

 

ゴ

ミ

屋

敷

の

よ

う

な

部

屋

。

ス

ウ

ェ

ッ

ト

姿

の

中

年

男

性

が

パ

ソ

コ

ン

に

向

か

っ

て

い

る

。

 

中

年

男

性

「

今

日

は

ど

れ

に

し

よ

う

か

な

」

 

 
 

 

ふ

と

手

を

止

め

る

中

年

男

性

。

パ

ソ

コ

ン

画
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面

、

『

素

人

．

Ｃ

Ｏ

Ｍ

』

と

書

か

れ

た

サ

イ

ト

に

、

樹

理

亜

が

躍

る

動

画

が

載

っ

て

い

る

。

『

概

要

欄

』

に

『

素

人

Ｊ

Ｋ

の

パ

ン

チ

ラ

動

画

。

投

げ

銭

５

千

円

で

キ

ワ

ド

イ

写

真

を

差

し

上

げ

ま

す

』

の

文

字

。

 

中

年

男

性

「

ふ

ふ

ふ

。

パ

ン

チ

ラ

で

十

分

で

す

よ

」

 

 
 

 

ニ

ヤ

リ

と

笑

う

中

年

男

性

。

興

奮

し

た

様

子

で

ズ

ボ

ン

を

脱

ぎ

始

め

る

。

 

 

〇

山

田

家

・

リ

ビ

ン

グ

・

中

（

夜

）

 

 
 

 

普

通

の

リ

ビ

ン

グ

。

未

里

、

山

田

敏

夫

（

５

 

０

）、

山

田

涼

子

（

５

０

）、

山

田

俊

（

１

０

）

 

が

テ

レ

ビ

を

観

な

が

ら

ご

飯

を

食

べ

て

い

る

。

 

テ

レ

ビ

画

面

の

右

上

、

『

一

千

万

で

別

人

に

！

』

の

番

組

タ

イ

ト

ル

。

 

俊

「

マ

マ

、

『

せ

い

け

い

』

っ

て

何

？

」

 

 
 

 

テ

レ

ビ

を

観

な

が

ら

訪

ね

る

俊

。

一

瞬

、

未

 

里

の

手

が

止

ま

る

。

 

涼

子

「

俊

、

よ

そ

見

し

な

が

ら

食

べ

な

い

の

」

 

山

田

「

整

形

っ

て

の

は

な

、

手

術

で

不

細

工

な

顔

を
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可

愛

く

す

る

こ

と

だ

」

 

俊

「

ふ

ー

ん

・

・

・

じ

ゃ

あ

さ

、

姉

ち

ゃ

ん

も

整

形

し

た

方

が

良

い

ん

じ

ゃ

な

い

？

」

 

 
 

 

ニ

ヤ

ニ

ヤ

し

な

が

ら

未

里

を

見

る

俊

。

う

つ

向

い

た

ま

ま

食

事

を

続

け

る

未

里

。

 

涼

子

「

こ

ら

、

俊

」

 

俊

「

こ

の

前

遊

び

に

来

た

樹

理

亜

ち

ゃ

ん

み

た

い

な

 

顔

に

し

た

ら

？

」

 

山

田

「

せ

め

て

も

う

少

し

目

が

大

き

か

っ

た

ら

な

あ

」

 

 
 

 

山

田

の

目

、

腫

れ

ぼ

っ

た

い

一

重

ま

ぶ

た

。

 

涼

子

「

ち

ょ

っ

と

、

あ

な

た

ま

で

・

・

・

」
 

 
 

 

涼

子

の

目

、

く

っ

き

り

と

し

た

二

重

ま

ぶ

た

。

 

未

里

「

あ

ん

た

の

せ

い

じ

ゃ

ん

」

 

 
 

 

山

田

を

睨

み

、

立

ち

上

が

る

未

里

。

 

未

里

「

ご

ち

そ

う

さ

ま

」

 

 

〇

同

・

未

里

の

部

屋

・

中

（

夕

）

 

 
 

 

ベ

ッ

ド

に

寝

転

び

、

ス

マ

ホ

を

い

じ

る

未

里

。

 

 
 

 

ス

マ

ホ

画

面

、

『

二

重

整

形

』

の

料

金

が

表

示

さ

れ

て

い

る

。

 



 

9 

 

未

里

「

あ

と

二

万

・

・

・

」

 

 
 

 

ス

マ

ホ

の

通

知

音

。

ス

マ

ホ

画

面

に

、

『

あ

な

た

の

動

画

に

投

げ

銭

が

届

き

ま

し

た

』

の

ポ

ッ

プ

ア

ッ

プ

が

表

示

さ

れ

る

。

慌

て

て

体

を

起

こ

す

未

里

。

 

未

里

「

え

・

・

・

」

 

 
 

 

ス

マ

ホ

の

画

面

、

『

素

人

．

Ｃ

Ｏ

Ｍ

』

と

書

か

れ

た

サ

イ

ト

に

、

樹

理

亜

が

躍

る

動

画

が

載

っ

て

い

る

。

『

投

げ

銭

・

総

額

二

万

円

』

の

表

示

。

嬉

し

そ

う

に

笑

う

未

里

。

 

未

里

「

や

っ

た

」

 

 
 

 

嬉

し

そ

う

な

表

情

の

未

里

。

顔

を

上

げ

る

。

 

未

里

「

キ

ワ

ド

イ

写

真

か

あ

・

・

・

」

 

 

〇

高

校

・

教

室

・

中

 

 
 

 

数

人

の

女

子

生

徒

が

体

操

着

を

脱

い

で

い

る

。

 

樹

理

亜

「

今

日

の

バ

レ

ー

き

つ

か

っ

た

ね

」

 

 
 

 

未

里

に

背

を

向

け

、

体

操

着

を

脱

ぐ

樹

理

亜

。

下

着

姿

に

な

る

。

樹

理

亜

の

背

中

を

ジ

ッ

と

見

つ

め

る

未

里

。

ス

マ

ホ

に

手

を

伸

ば

す

。
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樹

理

亜

の

声

「

未

里

？

」

 

 
 

 

ビ

ク

リ

と

肩

を

上

げ

る

未

里

。

ス

マ

ホ

に

伸

ば

し

た

手

を

ス

ッ

と

戻

す

。

 

樹

理

亜

「

ど

う

か

し

た

？

」

 

未

里

「

う

う

ん

。

疲

れ

て

ボ

ー

っ

と

し

て

た

」

 

樹

理

亜

「

早

く

着

替

え

な

い

と

男

子

戻

っ

て

来

る

よ

」

 

 
 

 

制

服

の

シ

ャ

ツ

に

腕

を

通

す

樹

理

亜

。

 

 
 

 

樹

理

亜

の

手

が

女

子

生

徒

Ａ

に

当

た

る

。

 

女

子

生

徒

Ａ

「

い

っ

た

」

 

 
 

 

樹

理

亜

を

睨

み

つ

け

る

女

子

生

徒

Ａ

と

Ｂ

。

 

樹

理

亜

「

あ

、

ご

め

ん

な

さ

い

」

 

女

子

生

徒

Ａ

「

気

を

つ

け

な

さ

い

よ

。

ダ

ン

ス

部

の

 

発

表

、

明

日

な

の

よ

」

 

女

子

生

徒

Ｂ

「

セ

ン

タ

ー

が

ケ

ガ

し

た

ら

ど

う

す

る

 

つ

も

り

？

」

 

女

子

生

徒

Ａ

「

屋

上

で

ア

イ

ド

ル

ご

っ

こ

し

て

る

笹

本

さ

ん

と

は

違

う

の

」

 

 
 

 

う

つ

む

く

樹

理

亜

。

 

未

里

「

ち

ょ

っ

と

、

そ

ん

な

言

い

方

・

・

・

」

 

女

子

生

徒

Ａ

「

は

あ

？

ブ

ス

は

黙

っ

て

ろ

よ

」
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思

わ

ず

噴

き

出

す

女

子

生

徒

Ｂ

。

 

女

子

生

徒

Ｂ

「

そ

れ

は

さ

す

が

に

直

球

過

ぎ

る

」

 

女

子

生

徒

Ａ

「

イ

ン

ス

タ

見

た

？

山

田

も

一

緒

に

写

っ

て

ん

の

」
 

女

子

生

徒

Ｂ

「

見

た

見

た

。

目

の

大

き

さ

３

倍

く

ら

い

違

う

や

つ

で

し

ょ

」

 

女

子

生

徒

Ａ

「

あ

ん

な

写

真

晒

さ

れ

た

ら

私

、

生

き

て

い

け

な

ー

い

」

 

 
 

 

ゲ

ラ

ゲ

ラ

と

笑

い

な

が

ら

去

っ

て

行

く

女

子

生

徒

Ａ

と

Ｂ

。

 

樹

理

亜

「

未

里

・

・

・

」

 

 
 

 

未

里

に

歩

み

寄

る

樹

理

亜

。

樹

里

亜

の

手

を

振

り

払

う

。

 

未

里

「

私

は

平

気

。

あ

ん

な

の

相

手

に

し

ち

ゃ

ダ

メ

 

だ

か

ら

ね

・

・

・

あ

、

で

も

イ

ン

ス

タ

の

写

真

は

 

消

し

と

い

て

」

 

 
 

作

り

笑

顔

を

浮

か

べ

る

未

里

。

体

操

着

の

裾

を

ギ

ュ

ッ

と

握

る

。

 

 

〇

同

・

廊

下

（

夕

）
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壁

を

背

に

し

て

立

つ

未

里

。

未

里

の

ス

マ

ホ

、

『

素

人

．

Ｃ

Ｏ

Ｍ

』

と

書

か

れ

た

サ

イ

ト

の

チ

ャ

ッ

ト

画

面

が

表

示

さ

れ

て

い

る

。

『

写

真

ま

だ

？

』

『

嘘

つ

き

。

金

返

せ

よ

』

な

ど

の

コ

メ

ン

ト

が

投

降

さ

れ

て

い

る

。

 

樹

理

亜

の

声

「

未

里

―

」

 

 
 

 

慌

て

た

様

子

で

顔

を

上

げ

る

未

里

。

廊

下

の

先

に

樹

理

亜

が

立

っ

て

い

る

。

 

樹

理

亜

「

ト

イ

レ

行

く

。

先

行

っ

て

て

ー

」

 

 
 

 

樹

理

亜

が

上

（

屋

上

）

を

指

さ

す

。

 

未

里

「

わ

か

っ

た

」

 

 
 

 

樹

理

亜

が

廊

下

の

向

こ

う

に

去

っ

て

行

く

。

 

 
 

 

樹

理

亜

の

背

中

を

見

つ

め

る

未

里

。

樹

理

亜

の

向

か

う

方

へ

ゆ

っ

く

り

と

歩

き

始

め

る

。

 

 

〇

同

・

ト

イ

レ

・

中

（

夕

）

 

 
 

 

個

室

が

３

つ

並

ぶ

ト

イ

レ

。

真

ん

中

の

ト

イ

レ

の

ド

ア

だ

け

が

閉

ま

っ

て

い

る

。

個

室

か

ら

樹

理

亜

の

鼻

歌

が

聞

こ

え

る

。

 

 
 

 

水

の

溜

ま

っ

た

バ

ケ

ツ

を

持

っ

て

入

っ

て

来
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る

未

里

。

バ

ケ

ツ

に

は

マ

ジ

ッ

ク

ペ

ン

で

『

ダ

ン

ス

部

・

備

品

』

と

書

か

れ

て

い

る

。

 

未

里

「（

小

声

で

）

ご

め

ん

ね

」

 

 
 

 

真

ん

中

の

個

室

の

中

に

、

バ

ケ

ツ

の

水

を

ぶ

ち

ま

け

る

。
 

樹

理

亜

の

声

「

キ

ャ

ー

」

 

 
 

 

バ

ケ

ツ

を

投

げ

捨

て

、

急

い

で

ト

イ

レ

を

出

て

行

く

未

里

。

 

 

〇

同

・

廊

下

・

ト

イ

レ

前

（

夕

）

 

 
 

 

ト

イ

レ

付

近

、

階

段

の

陰

に

隠

れ

る

未

里

。

 

 
 

 

手

に

は

ス

マ

ホ

を

持

っ

て

い

る

。

ム

ー

ビ

ー

モ

ー

ド

が

起

動

し

て

い

る

。

ト

イ

レ

の

方

に

ス

マ

ホ

を

向

け

る

未

里

。

 

未

里

「

来

い

・

・

・

来

い

・

・

・

」

 

 
 

 

睨

み

つ

け

る

未

里

の

目

。

 
 

 

 
 

 

ず

ぶ

濡

れ

の

樹

理

亜

が

ヨ

ロ

ヨ

ロ

と

ト

イ

レ

か

ら

出

て

来

る

。

シ

ャ

ツ

の

下

、

下

着

が

透

け

て

い

る

。

ニ

ヤ

リ

と

笑

う

未

里

の

目

。

 


